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重の乳幼児の割合は、5 歳児までではおよそ 5 人に 1 人であり、男女差はほとんどな
い。しかし、その後 10 歳までの低体重率は、女性が約 29%、男性が約 34%に至る。
同様に、「Height-for-age」から把握される低身長率でも、5 歳児まででおよそ 3 人に
1 人が低身長児であり、およそ 2 ポイント男児の低身長率が高い。その後 10 歳まで
では、低体重率と同様、低身長率は女性が約 29%、男性が約 34%に至り、5 ポイント
の開きとなる。乳幼児期から児童期にかけて、フィリピンではいまだにおよそ 3 人に
1 人が低体重または低身長を経験していて、特に低身長は“low”ではなく FS 2018 で
は“stunted”と表現されており、発育上の遅延や障害を表している。一方で、低体重・
低身長の対極にある肥満に関する指標は、成人人口に関して比率を算出しているが、
男性約 5%に対し、女性は約 9%となっている。 
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表 1: FS2018 に見る主な健康指標の男女間比較 
指標 女性 男性 
栄養体形指標 (a 
低体重率（%）0–5 歳児  21.6 21.7 
低体重率（%）5.08 歳–10 歳児 28.5 33.8 
低身長率（%）0–5 歳児 32.5 34.4 
低身長率（%）5.08 歳–10 歳児 28.5 33.5 
成人肥満率（%）20 歳以上 8.7 5.0 
障害者人口 (b 2,033,041 1,772,353 
 最も多い障害種別 (b 視覚 視覚 
妊産・乳幼児指標 
妊産婦死亡率（出生10 万人あたりの母親の死亡数）(1) (c 221 / 
基礎的ワクチン接種率（%, 12–23 月齢）(2) (d 67.5 69.6 
新生児死亡率（千人あたりの死亡数）(3)  (d 14.0 13.0 
生後 4 週以内の死亡率（千人あたりの死亡数）(3)  (d 8.0 12 
乳児死亡率（千人あたりの死亡数）(3)  (d 22.0 25.0 
幼児死亡率（千人あたりの死亡数）(3)  (d 9.0 9.0 
5 歳に至るまでの死亡率（千人あたりの死亡数）(3)  (d 31.0 34.0 
避妊具を使用する女性比率（%, 15–49 歳）(e 54.3 / 







原データ：a = 2015/ FNRI (Food and Nutrition Research Institute)
b = 2010/ CPH (Census of Population and Housing), PSA (Philippine Statistics Authority) 
c = 2011/ FHS (Family Health Survey), PSA 
d = 2013/ NDHS (National Demographic and Health Survey), PSA 
e = 2017/ NDHS, PSA 











加傾向にある。例えば、6 年前の FS 2012 での発表によると、肥満率は男性 3.7%、女
性 6.6%であった。FS 2018 での報告内容は、2015 年の Food and Nutrition Research 
Institute [FNRI]に基づいた数値であり、FS 2012 での報告内容は 2008 年の FNRI に
基づいている。したがって、この 7 年間に、男女とも成人肥満率は増加している。特
に女性の肥満率が男性のそれより高い。 


















続いて、障害者人口を見る。この数値は、女性が約 203 万人、男性が約 177 万
人と報告されている。FS 2018 での報告による全人口に占める男女の人口数は、女
性が 5,280 万人、男性が 5,380 万人である。人口に占める男女比はほとんど変わら
ないのに対し、障害者人口は女性の方が多い。報告されている障害種別は、男女と
もに視覚（眼鏡をかけても視覚に支障を抱える）によるものである。視覚が両性と













フィリピンの男女別平均寿命は、2015–2020 年推計値で男性 69.6 歳、女性 75.9 歳と
され、女性の方が長寿である世界的傾向と同一である。2010–2015 年推計値では男性





最後に、政治参加分野についての概況を確認したい。表 2 は、FS 2018 で公共領域
に参加する人材の男女別状況が報告されたものである。これによると、政治的役職（被






も高いものの、それでも約 29%で 3 割に満たない。その他の役職については、軒並み
女性比率は 2 割前後である。 
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表 2: FS2018 に見る主な政治参加指標の男女間比較 
指標 女性 男性 
被選挙職に就いている者の比率 （%） (a 21.5 78.5 
その男女の人数 (a 3,693 13,458 
大統領 0 1 
副大統領 1 0 
上院議員 6 18 
下院議員 68 170 
知事 19 62 
副知事 14 66 
市長・町長 377 1,248 
副市長・副町長 322 1,303 
市議会議員等* 2,888 10,588 
注：“Sangguniang Panlungsod and Bayan”とフィリピノ語で表記し、
市や町を含み、定訳はない。 
原データ：a = 2013・2016/COMELEC（Commission on Elections）、
無印 = 2016/COMELEC。 
出典：FS 2018 (PSA)。 
表 2 の数値からは、フィリピンにあっても、政治参加は依然として男性優位であり、
その男女数の比率は概ね、女性：男性＝1:3 ないしは 1:4 という水準にある。ただし、
過去およそ 20 年間のトレンドを見てみると、1998 年から 2016 年までの被選挙職に
就く人数では女性の人数が増え続けており、それに対応して男性の人数は相対的に減
少している。これを示したのが図 1 である。この 20 年間で、女性の構成比率は、お
よそ 16%から 21%へと右肩上がりに 5 ポイントも増加していることが分かる。 
図 1: 被選挙職人数の傾向 (1998‒2016 年) 






























前回と今回の 2 回にわたって、「Women and Men FactSheet 2018 を読む」と題し
て、選択的に教育・経済・保健・政治という 4 つの社会領域から FS 2018 を読み取っ
てきた。2 回の報告を総括すると、フィリピンが誇るジェンダー平等度の高さは、実

















FS 2018 の報告数値の計算から分かった。 


























Patterns in Primary Education Attainment ”  (International Journal of Educational 
Development, Vol. 46, 2016)、「フィリピン・ミンダナオ農村部における教育需要の持
続性に関する社会経済分析」（『アジア研究』63 巻 1 号、2017 年）など。
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